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図1 学習ノート（ 1 ) 













































民 l-•1':.t 、 χ ' ) tj <)Jまどアンダ




図2 学習ノート（ 2) 
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藤本：グ、／レープで、伸びるバレーボールの授業の創造
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能力 評価規準 十分満足で 概ね満足 指導を要
きる（A) でき（B) する（C)
自分の長 積極的に 積極的に ゲームへ
所を生か
して， ゲームに取 ゲームに の参加に
運動を ゲームに









































































質・ 評価規 十分満足で 概ね満足 指導を要
能力 準 きる（A) できる する




むため ンパーのプ メンバー スできて
動き に各技 レーから課 のプレー いない。に対 能の習






























課題を見つけ取り組むことが好 91 95 
きだ
バレーボールで、サーブが得意で 43 76 
ある・上達した
バレーボールでレシーブが得意 67 86 
である・上達した
バレーボールでトスが得意であ 67 76 
る・上達した


































サービス・ 技能の向上の 個や集団 課題を
レシーブ・
トス・スパ ため個や集団 の課題を 見っけ
動き イクの技
の課 能の向上 の課題を見つ 見つけ、工 ること
題を のために
け、具体的に工発見 課題をみ 夫して，課 がで
き
する つけ，体の 夫して，課題を 題を克服 ていな
力 使い方や
新た タイミン 克服し，チーム し，技能が し、。
な課 グなどを
題を 工夫して， の技能が上達 上達でき
創造 試行錯誤




評価の結果 52% 48% 。%
（エ）成果と課題
サービスは，自分でトスを上げ，自分のタイミ
ングで打てるため，強さ，長さ，高さを工夫して
でき，上達がはやい。レシーブの上達を上回るサー
ビスを打つため，初めのうちはサービスで決まっ
てしまうことが多かった。そこでレシーブPの重要
性がわかり，つなげるための工夫をして， トス・
スパイクにつなげるようにチーム全体で工夫し，
上達することができた。
4 結論と今後の課題
事前にオーバーハンド、パス・アンダーハンドパ
スのテストをして，力が均等になるようにグルー
?????
藤本：グ、ループで伸びるバレーボールの授業の創造
プ分けをした。また，各グソレーフ。にトスが上げら
れるようにオーバーハンドパスの上手な生徒を配
置した。試合の中でスパイクを打つ場面を増やし
たいと考え，初めからスパイク練習に取り組ませ
た。全員にレシーブ・トス・スパイクの技能を向
上してほしいと思うが， トスを上げるには，素早
い動き，ミスを恐れない姿勢と勇気が必要で，消
極的になってしまうと， トスが上がらないことに
なってしまう。セッターを固定しでもいし、かと生
徒からの意見もあり，セッターを固定してのゲー
ムも試してみた。初めは消極的で、あった生徒も，
何とか役割を果たそうと，サービスが入るように
工夫することや，正面にとんできたボールを丁寧
にレシーブして次につながるように工夫するとこ
ろも見られた。 3グループに分けてグ、ループで、の
活動を進めたが，試合の時間を確保しようとした
り，試合と審判が交互に続いたりすることで，練
習の時間をあまり長く取ることができなかった。
もう少し個人の技能を高める時間も取れたらよ
かったと思うので，今後も研究を重ね改善してい
きたい。
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